








【要約】高年齢ほど抗体陽性率が高い,小児と成人の間の抗体陽性率の差が著しいという

HTLV-1 の 2 つの血清疫学的特徴の成因について検討した。前者については,各年齢群の抗

体陽性率が出生コホートによって規定され,出生コホートが古いほど抗体陽性率が高いた

めにこのような現象がみられるものと推測された。後者については,“母子感染を受けてい

ながら成人後に抗体陽転するケース"の存在を想定して,抗体陽性の母親をもつ抗体陰性の

子どもを24歳まで追跡したが,抗体陽転したものは1名もなく,またPCRによってもHTLV-1

感染を確認することができなかった。現在までのところ,この著しい差の説明はできていな

い。 


